
  

山口県の地質物語	−７：山口県の主要地質系統表	

	 山口県全体の地質の構成と性質，その形成発達史などを概観するためには，表１の山口

県の主要地質系統表が便利である。これは左欄（地質年代×106	年）に地質年代尺度（ICS，

2014による改訂：本シリーズ	−５参照）をとり，中欄で県内の大きな地質単元（山口県の

地質概要図の区分：本シリーズ	−６参照）とより詳細な地質区分（15万分の1山口県地質

図の区分）との関係を示しつつ，それらを形成年代別にふり分けている。このような年代

層序区分のある地質単元や地質区分を地質系統といっている。	

	 表１と山口県の地質概要図（本シリーズ	−６参照）では，地質単元を同じカラーで表示

しているので，両図表を比較検討することによって，各地質単元の空間的・時間的な関係，

地史，形成発達史などが読みとりやすくなっている。	

	 ５億年間に及ぶ山口県の地質の歴史は，表1右欄（山口５億年史）に要約される。左端

の３つの太い矢印は形成発達史の大きな流れを示し，下から上へ	①	付加体の形成・沈み

込み型造山運動（4.5億〜1.45億年前：オルドビス紀－ジュラ紀），②	火山－深成活動（1.1

億〜0.3億年前：前	

期白亜紀－古第三紀

漸新世），③	島弧活

動（2000 万年前以

降：新第三紀中新世

－現在）の時代に区

分される。①	と	②	

の時代には,日本列

島はまだユーラシア

大陸の東縁に位置し

ていた。2000 万〜

1500 万年前に日本

海が開いて，島弧と

しての日本列島が形

成され，③	の活動が

現在も続いている。		

	 詳しくは，	『西村

ほか，2012，山口県

地質図	第３版（15

万分の１）および同

説明書．	山口地学会，

167p.』	を参照され

たい。		
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